
研究主題
目的意識・相手意識を働かせて

表現できる児童の育成

副主題
〜個別最適な学びと協働的な学びの

一体的充実を通して〜

研究主題・副主題



主題設定の理由

Well
- Being

身体的、精神的、社会的に満たされた状態

幸せな状態

寛容に受容

自己
実現

自己
実現

自己
実現



主題設定の理由

Well
- Being

身体的、精神的、社会的に満たされた状態

幸せな状態

自分の考えを表現

• 自信の構築
• 良好な人間関係の形成
• よりよい考えへの進化

自己
実現



主題設定の理由

目的
意識

相手
意識



目的意識・相手意識
を働かせて表現できる

児童の育成

主題設定の理由



副主題設定の理由

目的意識・相手意識を
働かせて
表現する姿

魅力的な
言語活動の
設定

きめ細やか
な指導で
内容の充実

相手を
変えながら
練習

中間指導
の充実



課題
• 時間を持て余す児童
• 時間が足りない児童
• 内容の偏りや思考の広がりの不足
• 受動的に学ぶ児童

副主題設定の理由



研究主題＝目指す児童像
目的意識・相手意識を働かせて

表現できる児童の育成

副主題＝主題への迫り方
〜個別最適な学びと協働的な学びの

一体的充実を通して〜

副主題設定の理由



研究の内容

本校が取り組んだ内容

２ 「内容」「伝え方」の充実を図る

個別最適な学びと協働的な学びの

一体的充実

１ 魅力的な言語活動の設定



魅力的な言語活動の設定

第２学年「スイミー」



魅力的な言語活動の設定

第１・２学年交流

第２学年による「スイミー」
第１学年への読み聞かせ



魅力的な言語活動の設定

第２学年「スイミー」



魅力的な言語活動の設定

第５学年「英語で自己紹介しよう」



魅力的な言語活動の設定

第５学年「英語で自己紹介しよう」



魅力的な言語活動の設定

第５学年「英語で自己紹介しよう」



魅力的な言語活動の設定

第５学年「英語で自己紹介しよう」



魅力的な言語活動の設定

目的意識・相手意識を明確にして
言語活動を設定

• 何のために行うか
• 相手にどうなってほしいか



研究の内容

本校が取り組んだ内容

２ 「内容」「伝え方」の充実を図る

個別最適な学びと協働的な学びの

一体的充実

１ 魅力的な言語活動の設定



自由進度学習

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

内容を
考える
場面

伝える
練習をする

場面



自由進度学習の充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

学びの
手引き

学習
チェック
シート

めあて・
振り返り
シート



自由進度学習の

充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実学びの

手引き



「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

自由進度学習の

充実のために
学びの
手引き



「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

自由進度学習の

充実のために
学びの
手引き



自由進度学習の

充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

学びの
手引き



自由進度学習の

充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実



自由進度学習の

充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実



自由進度学習の

充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実



自由進度学習の

充実のために

「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実



自由進度学習の

充実のために
「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

めあて・
振り返り
シート



自由進度学習の

充実のために
「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

めあて・
振り返り
シート



自由進度学習の

充実のために
「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

めあて・
振り返り
シート



自由進度学習の

充実のために
「内容」「伝え方」の充実を図る
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実

めあて・
振り返り
シート



成果と課題

目的意識・相手意識を
働かせて

「内容」「伝え方」を工夫して
発表しようとする姿

魅力的な言語活動
の設定
が有効



成果と課題

自信をもって
発表する姿

意図的な言語活動の設定や
発表機会の保証

が有効



成果と課題

「内容」「伝え方」が
充実した発表

①「内容」「伝え方」の２つの視点

②自由進度学習による
個別最適な学びと

協働的な学びの一体的充実



成果と課題

• 教科との親和性が高い教科と
そうでない教科

• 「表現力の向上」に限らず、
研究を広げていくこと



教員の
学び方の
変革

• 研究授業の日だけにならない研究

• 指導案のデジタル化

• 研究協議の進め方

• 常に頭をフル回転させる協議会

• 日々の実践の共有
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成果と課題



目的意識・相手意識を働かせて
表現できる児童の育成

〜個別最適な学びと協働的な学びの
一体的充実を通して〜

～11:15 学年協議会

11:20～ 指導・講評
体育館にて


